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２．４　スマート　ウエルネス　みつけの推進（新潟県見附市）
〔概要〕
　見附市は新潟県のほぼ中央に位置する人口約４．２万人、高齢化率２６．４％（平成２４年４月）の自治体です。全国
の多くの自治体と同様、超高齢社会の到来による地域活力の低下や社会保障費の増大という課題があり、食生活、
運動、生きがい、検診の４つの柱からなる「いきいき健康づくり計画」を策定し、各種事業に取組んできました。
　現在は少数のハイリスク者や健康に関心のある一部市民だけが参加する健康施策から脱却し、市民誰もが参
加し、健康に対して関心がうすい市民でも健康になれるようなハード整備や仕組みづくり等を通じて『健幸』※にな
れるまちづくり「スマートウエルネスみつけ」に取組んでいます。

※健幸：個々人が健康で生きがいをもち、安心安全で豊かな生活を営むことのできること。

見附市の健康施策の中でも特徴的なのは、健康運動教室を推進している点です。
健康運動教室では、多くの市民の継続参加を実現するために、つくばウエルネスリサーチ提供による「ｅ－ｗｅｌｌ

ｎｅｓｓ」を活用しています。ＩＣＴを活用し、個人の身体状況に合った個別プログラムメニューの策定、ウオーキングや
筋力トレーニング実績の登録と見える化、個別アドバイスを含む実績レポートにより、市民の継続的取り組みを推進
しています。
また、継続運動実施者２，０００人という高い目標を設定し、多くの市民が参加しやすいように様 な々コースを設置
するなど、スマートウエルネスみつけの中心的事業として取組んでいます。

見附市の平成２３年度の介護認定率は１５．６９％と、全国平均の１７．２％より低く抑えられており、県内順位も５年前
の４位から１位に躍進しています。また、運動継続者一人当たりの年間医療費も、統計的に優意差が認められてお
り、本健康運動教室の成果が確実に現れていると言えます。
なお、平成２４年６月末時点での運動継続実施者は１，３８９人であり、見附市では、目標の２，０００人に向けて、現
在、更なる取り組みを推進中です。 

図１　「ｅ−ｗｅｌｌｎｅｓｓ」を活用した健康運動教室
（見附市及びつくばウエルネスリサーチ提供資料をもとにＡＰＰＬＩＣ作成）
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〔コラム〕
健康運動教室で活用している「ｅ－ｗｅｌｌｎｅｓｓ」は、ＩＴを活用することにより、少ない職員でも、数千人規模の利用
者に対して効果的な個別指導を行なうことができるため、誰もが参加できる健康施策を目指していた見附市に
ぴったりのプログラムでした。
「ｅ－ｗｅｌｌｎｅｓｓ」を活用したプログラムの流れを以下に示します。
①　蓄積された数万人のデータを基に、一人一人の身体状況、体力やライフスタイルに応じた個別プログラム
メニューを策定します。
②　利用者は、カラダチェックを行い、その後、プログラムに従い、毎日のウオーキングや筋力トレーニングを実
施します。
③　結果は歩数計に記録されるので、利用者は定期的に歩数計のデータをインターネット経由でシステムサー
バに送付します。
④　これにより、利用者は自身の実施状況をいつでも自由に確認できます。
⑤　また、蓄積されたデータを基に、月１回の個別アドバイスを含む実績レポートが送付され、利用者の継続意
欲を高めます（図２）。

 

２　先進的な事例紹介

図２　レポートの例（見附市提供資料）
（出典：見附市提供資料）
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　システム構成を図３に示します。

　
（問い合わせ先）
　新潟県　見附市　企画調整課　健幸づくり戦略室
　ＴＥＬ：０２５８－６２－１７００
e-mail：kikaku@city.mitsuke.niigata.jp
 

図３　ｅ−ｗｅｌｌｎｅｓｓのシステム構成
（出典：見附市提供資料）




